
수수동사 くれる・くださる 에 관한 고찰

- 에도기부터 다이쇼기의 작품속의 여성화자의 사용례를 중심으로-

양 정 순
(경희대학교)

くれる  くださる

, . 奥 郎1) く

れる くださる , くれる

, くださる

. 2)

, ( )

, (内) , 

. <

 * “ 2011 ( )
. [NRF 2011 35C A00667]

   This work was supported by the National Research Foundation of Korea Grant 
funded by the Korean Government [NRF 2011 35C A00667]

 1) ｢ ｣- -󰡔 学 󰡕
132 学, 1979

 2) ｢ 対 ｣󰡔 󰡕, 1999



> , < > , < >

. 3) くれる くださる

(Politeness, さ) , 

(positive politeness)

(negative politeness) , 

- 恵 positive politeness , + 恵 negative 

politeness . 4) くださる お~になっ

てください  お~ください

, , ( ) . 

. くれる・くださる

, 

くれ

る・くださる . 

くれる  くださる , 

.

, , 

, 5). 

6) 

. 

. 

 3) ｢ ｣, 󰡔 研 󰡕 号, 1993
 4) ｢( ) ｣ , 戸 学 学, 30, 1996
 5) 󰡔 戸 研 󰡕 , 1974, pp86~103
 6) 󰡔 󰡕 2008, pp.6~13



, 

󰡔当 気 󰡕 7)

・ ・ . 

樋 , 

8) 󰡔 󰡕 .

為 󰡔 児誉 󰡕( 3 , 1832), 󰡔 󰡕( 7・8 , 

1836・37)

内 󰡔当 気 󰡕( 18 , 1885 ) 

󰡔 󰡕( 20 , 1887 )

󰡔 󰡕( 21 , 1888 )

樋 󰡔うもれ 󰡕( 25 , 1892 )󰡔 桜󰡕( 25 , 1892 )

         󰡔 つごもり󰡕( 27 , 1894 ) 󰡔にごりえ󰡕( 28 , 1895 )

󰡔たけくらべ󰡕( 28 , 1895 ) 󰡔わかれ 󰡕( 29 , 1896 )

󰡔 󰡕( 29 , 1896 )

󰡔 󰡕( 39 , 1906 )

󰡔こころ󰡕( 3 , 1914 )

鴎 󰡔 󰡕( 4 , 1915)

郎󰡔 る 󰡕( 2 ・7 , 1913・1918 )

󰡔 の 󰡕( 15 , 1927)

[ .]

 

くれる

, 

 7) 5) .
 8) 6) . 20

.



.

くれる [ 1]

. 

当 樋
∅

∅

∅
∅

[ 1] くれる  おくれる  ~

さっしゃる , なんす  なます  お~なんす  お~

なます , 

.

くれる (1)~(4) 与える

. お  

, (1) (7)

. , 

(1)~(4) お .

(1) が 気で をお呉なせへ  [󰡔 󰡕お →お ]

(2) かへ. それぢやァ でいゝのを で だけおくれ [󰡔 󰡕お
→ ]

(3) ｢さウ. ア、 しかった。 くお でもおくれなネエ.｣[󰡔当󰡕 さ



ん→ の ]

(4) ｢お を つおくれな.｣[󰡔 󰡕お →お ]　

くれる ( , , , )

9) . (1)~(4)

(5)~(7) 3

. 

(5) の なものをくれさっしたよ[󰡔 󰡕 糸→お ・かげ ]  

(6) ｢ さん、ご覧よ、この を｣ ハ て て、 ハず も の を｢
あヽ さんが呉れたのか｣[󰡔 󰡕 の → さん]

(7) それとはっきり ったわけじゃないけれど、たって めばくれるよ

うな様 だッたから[󰡔 󰡕清 の →清 ]

3

, 󰡔 児誉 󰡕 (5)

さっしやる , 

. (6) (7)

, 

くれる .

 

くれる [ 2]

. 

 9) ｢ ｣󰡔 対 学 󰡕, 2012, 
pp.108~129



当 樋
∅

∅

∅

∅
∅
∅

お~な

ます  お~なんす  お~なはる  お~なさる , お~

なさる 10 20 .

お~なます・なさる・なはる

.

(8)モウ お んが、 様に て呉さつしやると、 の 皈の

が に まさァな、アイサ　 まことにさつしておくんなんしエ [󰡔 󰡕
糸→ ]

(9)ヲヤ さま、 しておくんなまし.[󰡔 󰡕 → ]　
(10) モウどんな が ても変る を してお呉なさい なヨ[󰡔 󰡕

→ 郎]　
(11) ェお さんがそんに てお呉なさると はモウ、 ででも

様に はれて ヨ [󰡔 󰡕お → 糸]

(12)お さんが に ツてお呉んなさらなきやア、 どもが か

いと ふんぢや いから、 に ですよ、勧めはしませんよ。[󰡔
󰡕お → ]



くれる さっしやる  お~なます  お~なさる

, 

, . 

お~なさる

(12) , 

. 

お さん

. 

(13)アア、そんなら て来てくんな、 様の を 抜にむさし

やの横 を真 と いそうだよ。[󰡔 󰡕お →お ]

(14) まで 処に て呉れゝば うお でも でも い、[󰡔樋 ・
たけくらべ󰡕 → ]

くれる , (13)(14)

, , 

. くれる くれ くれろ

10) , くれ(おくれ)

.

3 お 11) おくれ

る .

(15) ァ、 や、はやく て ておくれョ [󰡔 󰡕お →清]

(16) どんおまへはネ、 どんと にあちらへいつてネ、もう にお

帰になるから、 をして にさういつてお呉れナ。[󰡔当󰡕お

→ ]

(17) いゝえ、 ツといとくれ、 だか ふ が るツていふンだか

10) ,󰡔 󰡕, ,  1936, p.359
11) ,｢ ｣󰡔 5巻 会󰡕, 

1982, p.114



春 鳥 当 浮 夏 樋 多 破 田 蒲 こ 山 或 伊

62/28 86/59 7/66 15/8 3/23 30/51 5/69 15/103 5/18 3/3 3/18 8/4 23/27 3/4

ら、それを…… かないうちは……いゝえ、 や、……あんまり

を軽 した……いゝえ。[󰡔 󰡕お → ]

(18) さんよゥ、 さんよゥ、かへして 呉れよ、 の を

さァ。さァ かして して 呉れよゥ [󰡔 󰡕 の → さん]

(20) かけて つて ずつて来るからさう ひな、ほんとにお なら帰
りに よつてお呉れよ、[󰡔樋 ・にごりえ󰡕お → ]

それはだれよりもお が ってておくれだわね。[󰡔 󰡕 →

の ]

(21)｢ さん ちゃん さんがお帰りになるといけないから く来てお

とめ しておくれ｣[󰡔 󰡕 → ・ ]

おくれる

. , 

. おくれる (17)(18)

. 

さん ちゃん , さん

ちゃん12) . 

くれる . 

くれる

.13) 

くれる , [ 3] . 

[ くれる / ]

12) , ( 児 ) . 
󰡔 戸 辞 󰡕 , 1979

13) , ｢ ｣󰡔 学5󰡕, , 1992, pp109-174



[ 3]

. 

くれる  󰡔 児誉 󰡕 69%, 󰡔
󰡕 56% , くれる

お~なはる  お~なます  お~なんす

. 

くれる くださる .

くださる

, 

.

.

当 樋

くださる くれる  , 

(18)(19) お与えになる , 



 おたより  銭  . 

(22) よもや 気ぢやアあるまいのに、 の も さらないとは、
[󰡔当󰡕 の → ]

(23) いゑいゑ さんの するやうにと が をかけたのなれば、 ら

ねば気が済まぬ、お 銭 され つて来ます [󰡔樋 ・たけくらべ󰡕
→ の ]

󰡔 󰡕 くださる

,

をかけし だちまたは などの へ を し

(24) , . 

くださる ( , , , 

) , 

.

(22)(23)

(25)(26) 3

.

(25) お うさまの さった り を におし。[󰡔 󰡕 厨 の →厨
]

(26) ｢たまにおたよりをくださいます｣[󰡔 󰡕 → ]

(25) (= )

, (26) (

) くださる . くださる



. 

くださる [

5] お~くださる  お~なさってくださる  お~に

なってくださる . 

当 樋

[ 5] くださる

. くださる

.

(27) これから をつけますから、どふぞ して まし. [󰡔 󰡕お
→ ]

(28) なく帰 し 儘 、 の はまことに しき

々 ばかり け うて 訳も 、 にも 詫
、[󰡔 󰡕 → ]

(29) に や , さんにお に つてからッて, お さんがお

もなさるまいから, 内々で んで さいよ. も ですから, 

でせうから, あの, は, が ともしませいから, [󰡔当󰡕 の →

]



(30) は なれば さま けて され [󰡔樋 ・ つごもり󰡕お →

]

くださる 14) , 

(27) 󰡔 児誉 󰡕󰡔 󰡕
. (28)

. 

(29) ください . (30)

くだされ 樋
.

くださる .

(31) お がり てくださいまし[󰡔 󰡕お → ]

(32)イエ⁄∖ とおいひなさッても単さんとやらの はぞんじません

アヽいたどぶそおゆるしなさッてくださいまし. [󰡔 󰡕お →

]

󰡔 児誉 󰡕 󰡔 󰡕 (31)(32)

ます . , 

くださる , 

.  

くださる

.

(33) ？壮 に ればいくらでも は 来ますわ. あゝ, 緒に

14) 󰡔 研 󰡕 1971 p.581 
.



へ帰つて されば いんですのに。[󰡔 󰡕 郎の → 郎]

(34) に悪い があるなら なくいって さい.[󰡔こ󰡕 →

]

(35) へ つたら を してくれ.[󰡔 󰡕 →お ] 

, (33)(34) くれ

る くださる , (35) くれ

る . お さん  あな

た , お . 

お

. 

(36) ｢ さん、 しないで て さいよ、 な が つても が

しませんから｣[󰡔 󰡕お → の奥さん]

(37) さま を つて され, は はよしまする　[󰡔樋 ・ 󰡕
お → ]

, 

(36)(37) くださる , 

.

(38) ｢ さん、 から、 を さしてお呉んなさいな.｣[󰡔 󰡕お
→お ]

(38) お呉なさる , 

くださる , 

さん 󰡔 󰡕  さん󰡔 󰡕  さん󰡔 󰡕 ~さん , 

~さま . 



, 

. 

(39)󰡔まあ りなすつて さいませんか、 様な しい処で ます

けれど.󰡕
                                            [󰡔 󰡕 お → ] 

(40) さん、あなた を い込んだと し して、どうか

を てやってくださいましな [󰡔 󰡕 → ]

(41)真実に？　真実に は 様 へて さるんですか――[󰡔 󰡕 →

お ] 

(42)｢ さんお いだ。ちょっとあけてください｣[󰡔 󰡕 → ]

(戦 )・ (戦 ) 󰡔 が んだ

󰡕 15), , 

, 

. (39) く

ださる , 

くれる . 󰡔 󰡕
󰡔 る 󰡕 くれる

くださる (41)(42) , 

. 

(43)おゝ さん く来て さつた [󰡔樋 ・たけくらべ󰡕 の →

郎]

(44)󰡔訳を しませんから、 だと つて さるかも れませんが

――󰡕[󰡔 󰡕 の奥さん→瀬 ]

20

15) 󰡔 戦 戦 󰡕
, 2012, pp.87~100



. (43)(44)

, (43) , 

(44) くださる

.

(45)｢まア、どうぞおかけくださいまし……、おや さんもごいっしょ

に、……さア、 さん、こっちにおはいりなさいましよ｣[󰡔 󰡕清
の → の ]

(46)｢これは の よ。さあどうぞ なしにお り さい。｣[󰡔 󰡕
→ ]

(47)どうぞ しお ち さいませ。[󰡔 　 寿の → ]

(48)えゝ, それはお きくださればどんなにでもお はしましょうと

も。[󰡔 󰡕 → ]

くださる お~くださる

. 

, (45)

, (46)

. (48)

.

(49) ぜひお会いになってくださいましな。[󰡔 󰡕 → ]

16) お~になってくださる

, 

, . お~になってくださ

る (49)

.  

16) ｢( ) ｣ , 戸 学 学, 30, 1996



くださる

, [ 6] . 

当 樋

[ くださる / ]

[ 6] くださる

. 󰡔 児誉 󰡕󰡔 󰡕 10

󰡔当 気 󰡕 󰡔樋 󰡕
. 󰡔 団󰡕

󰡔 の 󰡕
. 

. 

. くれる  くださる

.

・
, 

, , , , 

( ), , 

.17) 

17) 10) pp.111~112



, 

くれる  くださる

. , (

, ), ( , ), (

, ) .18) 

, , 

. 

くれる  くださる .

, [ 1]

18) ｢会 ｣󰡔 5巻 会󰡕1982, p.88 



なさる  なんす  なます くれる

くださる , く

ださる . , 

くれる おくれる  おくれなさる  

, 

.

, 

. , 

おくれる お~くださる .󰡔樋
󰡕 おくれる

, 󰡔 舎教 󰡕 お~くださる

.



, [ 2]

10 󰡔当 気 󰡕 くれる

, 20 くださる

. 

, 

くださる

, 

.  

, 

くれる・くださる

. 

. くれる

, , 

. 

くれる

なはる  なます  なんす

. くださる . 

10 󰡔当 気 󰡕
.

, , , 

, 

. くれ

る  くださる . , 

くださる  



. 

, , くれる  くだ

さる , 

.

くれる  くださる . 

, なさる  

なんす  なます くれる くださる

, くださる

. 

, くれる  おく

れる , くださる . 

, 10 󰡔当 気
󰡕 くれる , 20

くださる . 

참 고 문 헌

｢ ・ てくれ・てください ｣󰡔 󰡕
, 2012 

󰡔 󰡕 , 2008

｢ と の ｣󰡔 5巻 と 会󰡕, 

1982

󰡔 が んだ ー戦 ・戦 の のことばー󰡕 , 

2012

｢(て)ください｣の , 戸 学 学, 30, 1996

｢ の ｣- ・ と して-󰡔 󰡕
132 学, 1979



｢ としての ｣, 󰡔 研 󰡕 号, 1993

国広 弥󰡔 5巻 と 会󰡕, , 1982

｢ の ｢ さる｣の 変 ｣, 広 学
45 , 1996

｢洒 ・ ・ の ｣󰡔 の 󰡕 , 1974

󰡔 の と 󰡕 , 1936 

󰡔概説 の歴 󰡕 , 1995 

・ ・ことばの , , 2011

｢ と対 ｣, 学,󰡔 󰡕,1999

薫｢ のコンテキスト ｣󰡔 対 学シリーズ

󰡕, 2012

󰡔 の国 - 戸から へ-󰡕, 桜 , 1977, 

󰡔 戸 の辞 󰡕 , 1979

｢ポライトネス｣󰡔 対 学シリーズ 󰡕, 2012

󰡔 の 研 󰡕 , 1971 



 ABSTRACT

A Study on Giving Verbs ‘kureru’ and ‘kudasaru’:

by Analyzing Dialogues of Female Speakers in Novels of the 

Edo Period, Meiji Period and the Taisho Period-

Yang, JungSoon

This study aims to know word forms and usages according to personal 

relationships of Kureru・Kudasaru  by analyzing dialogues of female speakers. 

Novels of the Meiji period when there were attempts of a language revolution  

were mainly used for this study as well as novels of the Edo Period and the 

Taisho Period.

Firstly, the number of examples according to gender differences in the novels 

was as follows. In case of Kureru , female speakers showed a high usage rate 

in the novels of the Edo period. Kureru  was mostly connected with female 

languages such as Naharu , Namasu , Nansu . These expressions were not used 

in the novels of the Meiji Period and the Taisho Period. Although Okureru  

and Okurenasaru  were used in the novels of the Meiji Period, the number of 

examples of 'Kureru  by female speakers was decreased in the novels of the Meiji 

Period and the Taisho Period. Kudasaru  was predominantly used by female 

speakers. Especially, female speakers used clearly to show vertical relationships 

in the novels of the Edo Period and󰡔Doseishoseikatagi󰡕of Meiji 10s. After󰡔
Ukigumo󰡕, the usage rate of female speakers was decreased but the usage rate 

of male speakers was increased. Gender differences became gradually smaller. 

Female speakers in the novels were increased from geisha and relatives such 

as wife, sister, mother and children to young women, teacher and student. Aspects 

of benefactive verbs' usages could be summarized as follows. Female speakers 

at licensed quarters used clearer and more typical expressions according to vertical 

relationships and gender differences in the novels of The Edo Period than the 

novels of The Meiji Period and the Taisho Period. In the novels of the Meiji 

Period, female speakers in a sophisticated social group used benefactive verbs 



to show strong respect and concern for the other person. In the novels of the 

Taisho Period, female speakers used benefactive verbs to show respect and 

concern for the other person according to their areas of outside activities.

In the novels of the Meiji Period, female speakers used Okureru  when the 

other person was younger than them and was socially and psychologically close 

to them. Also, O~Nasaru  which was one of respect expressions was used by 

female speakers. Female speakers used it to older people in the Edo period but 

they also used it to younger people in the Meiji Period. Examples were not shown 

in the novels of the Taisho Period.    

Usages of Kureru  Kudasaru  according to vertical relationships were as 

follows. If a giver  was an older person, Kureru  with respect expressions 

Nasaru  Nansu  Namasu  was used more than Kudasaru  in the novels of the 

Edo Period. However, many examples of 'Kudasaru' were shown on the novels 

of the Meiji Period and the Taisho period. In the novels of the Meiji Period, 

Okureru  and Okurenasaru  which were expressions included in Kureru  were 

shown. Female speakers used them to older people who were socially and 

psychologically close to them like family.

There were not many examples of a giver  and a receiver  around the same 

age. However, Kureru  and Okureru  were used in a younger group and 

'Kudasaru  was used in an older group in the novels of the Meiji Period.

If a giver  was an younger person, Kureru  was mainly used in the novels 

of the Edo period and 󰡔Doseishoseikatagi󰡕in Meiji 10s. However, Kudasaru  

was used many times in the novels of the latter Meiji Period and the Taisho 

Period.
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respect expressions, politeness, Female speakers, Give and Receive Verbs, 

benefactive verbs 
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